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令和8年定例会6月定期議会は6月2日～6月18日までの17日間開会され、 
議案23件、議会提出議案１件を審議し、すべて原案の通り可決しました。

６月定期議会で話し合ったこと

■ 補正予算
議案第48号令和8年度登米市一般会計補正予算（第2号）から
議案第55号令和8年度登米市老人保健施設事業会計補正予算（第1号）
および議案第66号令和8年度登米市一般会計補正予算（第3号）

主な補正内容は下記の通りです。
●可燃ごみ・粗大ごみ処理施設
                             定期点検補修業務
　安定的な稼働のため、可燃ごみ・粗大ごみ処理施
設の定期点検補修をおこなうもの。　　　　　　　
　　　　　

●常備消防一般管理に要する経費
　条例改正で職員の旅費が見直され、日当が廃止
されたことによるもの。　

●鳥獣被害対策等に要する経費
　クマを誘引する柿と栗の木を伐採するもの。

当初予算に計上できなかった理由は。
当初予算は６年度までの点検結果で算

定したが、７年度の定期点検により、燃焼
設備本体やボイラー耐火物などの大規模
追加補修が判明。当初予算に間に合わず、
６月補正となった。
今後の定期点検補償業務が及ぼす、市民

への影響は。
ごみの受け入れは中断せず、市民生活へ

の影響がないように、スケジュールを立案
している。
今後の修繕計画は。
設備によって耐用年数が異なるため、劣

化度の点検が必要。点検補修費は今後3億～
4億円台を見込んでおり、予算の縮減・平準
化に努める。

旅費321万8000円の減額理由は。
条例の改正に伴い、消防学校へ入校し

ている職員の日額旅費や市外へ救急搬送
した場合の日当などを減額。日額旅費は
2000円で、173日、６人分を減額した。

クマ誘引樹木を伐採することで、かえっ
て果樹園へ誘引することにはならないか。
また、忌避剤は導入できないか。
果樹へ被害が及ぶことが想定されるた

め、電気柵で対応する。忌避剤の使用も検
討する。
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　一般会計では、歳入歳出それぞれ8億62万円を追加し、予算の総額を519億8973
万円としました。農業委員会委員任命の同意や専決処分の報告、「登米市自家用有償
旅客運送実証運行自動車条例」の制定と、法令改正に伴う一部改正などが提案さ
れ、すべて可決しました。

（５億7575万円）

（▲322万円）

(339万円)

議
案
第
48
号
登
米
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
で
は
、

７
億
７
６
５
６
万
円
を
追
加
、
総
額
５
１
９
億
６
５
６
６
万
円

と
す
る
案
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
17
人
の
議
員
が
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

６
月
定
期
議
会

地
域
農
業
構
造
転
換
支
援
事
業

事
業
目
的

　

農
業
者
の
急
速
な
減
少
に
対

応
し
、
農
業
生
産
や
地
域
を
維

持
す
る
た
め
、
地
域
の
中
核
と

な
っ
て
農
地
を
引
き
受
け
る
担

い
手
の
経
営
改
善
に
必
要
な
農

業
用
機
械
・
施
設
の
導
入
等
を

支
援
す
る
も
の
。

問　

地
域
計
画
に
位
置
付
け
ら

れ
た
担
い
手
の
規
模
数
は
ど
れ

だ
け
な
の
か
。

答　

４
月
１
日
現
在
、
認
定
農

業
者
が
８
９
１
経
営
体
で
あ
り
、

認
定
新
規
就
農
者
は
５
経
営
体
。

利
用
者
は
２
２
９
経
営
体
で
あ

り
、
計
１
１
２
５
経
営
体
と
な
っ

て
い
る
。

問　

今
回
の
採
択
件
数
の
比
率

は
。

答

43
経
営
体
で
、
３
・
８
％

と
な
っ
て
い
る
。

登
米
宿
泊
お
も
て
な
し
事
業

問　

こ
の
事
業
に
至
っ
た
経
緯

は
。

答　

８
年
１
月
13
日
か
ら
県
が

観
光
振
興
の
た
め
導
入
し
た
、

宿
泊
税
を
財
源
と
し
た
、
宿
泊

税
市
町
村
交
付
金
事
業
を
展
開

す
る
た
め
。

問　

本
市
と
し
て
の
事
業
内
容

は
。

答　

本
市
内
宿
泊
施
設
を
利
用

し
た
観
光
客
等
を
対
象
に
、
抽

選
で
本
市
特
産
品
の
詰
め
合
わ

せ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
行
う
内
容
で
あ
る
。

　

本
事
業
に
よ
り
、
来
訪
者
の

満
足
度
の
向
上
を
図
る
と
と
も

に
、
本
市
が
誇
る
豊
か
な
食
材

や
木
工
品
な
ど
の
特
産
品
の
魅

力
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
た
い
。

問　

対
象
者
を
５
０
０
人
に
限

定
し
た
理
由
を
問
う
。

答　

県
か
ら
交
付
さ
れ
る
宿
泊

税
市
町
村
交
付
金
を
事
業
費
と

し
て
お
り
、
対
象
者
を
５
０
０

人
に
限
定
し
た
。

問　

事
業
を
行
う
こ
と
の
成
果

を
ど
こ
に
置
い
て
い
る
の
か
。

答　

市
内
産
食
材
に
触
れ
て
い

た
だ
く
こ
と
で
魅
力
を
知
っ
て

い
た
だ
き
、
今
後
の
リ
ピ
ー
タ
ー

獲
得
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待

し
、
交
流
人
口
の
増
加
に
も
寄

与
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
宿
泊
税
市
町
村
交
付

金
の
有
効
活
用
に
向
け
、
今
後

も
継
続
的
な
取
り
組
み
と
す
る

た
め
、
今
回
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
応
募
者
に
対
し
て
、
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
す
る
予
定
と
し

て
い
る
。

議
案
第
48
号　

登
米
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）に

つ
い
て

問問

問 問

答答

問

問

答

答

答答

き　 ひ  ざい

調
査
を
実
施
す
る
予
定
と

て
い
る
。

２３

こんな質疑がありましたこんな質疑がありました

委　

員　

会

定
期
議
会

一
般
質
問

委　

員　

会

定
期
議
会

一
般
質
問

政
務
活
動
費
等

政
務
活
動
費
等
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タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
な
ど
、

目
指
す
17
年
の
将
来
人
口
を

６
万
１
０
０
０
人
と
掲
げ
て

い
る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
担
当
部

局
に
対
し
、「
な
ん
と
し
て

も
本
方
針
の
目
標
を
達
成
す

る
」
と
の
気
概
を
も
っ
て
取

り
組
む
べ
き
も
の
と
し
た
。

登
米
市
、
栗
原
市
、
気
仙

沼
市
、
南
三
陸
町
３
市
１

町
水
質
検
査
共
同
化
事
業

（
５
月
14
日
）

　

水
道
法
に
基
づ
く
水
質
検

査
業
務
を
適
正
か
つ
持
続
的

に
実
施
し
な
が
ら
、
住
民
に

対
し
て
安
全
で
安
心
な
水
道

水
を
将
来
に
わ
た
っ
て
供
給

す
る
た
め
、
４
市
町
で
の
水

質
検
査
の
共
同
化
を
目
指
す

も
の
で
あ
る
。

　

９
年
度
か
ら
の
運
用
開
始

を
見
据
え
て
い
る
こ
と
か

ら
、
水
質
検
査
業
務
の
共
同

化
に
向
け
た
協
議
資
料
作
成

の
支
援
業
務
を
行
う
旨
の
説

明
を
受
け
た
。

　

本
件
は
、
こ
れ
ま
で
本
市

上
下
水
道
部
の
単
独
事
業
と

し
て
行
っ
て
い
た
水
質
検
査

登
米
市
移
住
・
定
住
促
進

基
本
方
針
（
案
）

（
２
月
24
日
）

　

平
成
28
年
１
月
に
策
定
し

た
本
方
針
は
５
年
ご
と
に
見

直
し
、
移
住
人
口
の
増
加
と

定
住
人
口
の
減
少
抑
制
に
向

け
た
、
移
住
定
住
促
進
施
策

を
戦
略
的
か
つ
重
点
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
も
の
で
あ

る
。
あ
わ
せ
て
、
第
三
次
登

米
市
総
合
計
画
で
掲
げ
る

「
ま
ち
づ
く
り
」
を
実
現
す

る
に
当
た
り
、
基
盤
と
な
る

取
り
組
み
を
進
め
る
た
め
の

指
針
で
あ
る
旨
の
説
明
を
受

け
た
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
人
口

減
少
と
少
子
高
齢
化
が
進
む

こ
と
で
、
地
域
経
済
や
市
民

生
活
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ

て
お
り
、
持
続
的
に
ま
ち
の

活
力
を
創
出
し
て
い
く
た
め

の
施
策
が
喫
緊
の
課
題
と

な
っ
て
い
る
。

　

目
標
を
「
10
年
間
で
１
０

０
０
人
の
移
住
者
の
創
出
」

と
し
、
達
成
す
る
た
め
の
基

本
方
針
イ
メ
ー
ジ
は
、
若
者

と
子
育
て
世
代
を
メ
イ
ン

に
つ
い
て
、
同
様
の
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
た
隣
接
水
道

事
業
者
と
共
同
で
実
施
す
る

こ
と
に
よ
り
、
経
営
基
盤
強

化
策
の
一
つ
と
し
て
取
り
組

む
も
の
で
あ
る
。

　

今
回
の
取
り
組
み
は
、
経

営
基
盤
強
化
に
つ
な
が
る
も

の
と
し
て
期
待
す
る
と
同
時

に
、
水
質
検
査
場
と
し
て
本

市
施
設
が
見
込
ま
れ
て
い
る

こ
と
で
あ
り
、
業
務
実
施
の

公
正
性
を
し
っ
か
り
担
保
し

な
が
ら
確
立
さ
れ
た
い
。

■ 条例の一部改正
議案第57号　登米市印鑑条例の一部を改正する条例
　出入国管理等に関する特例法の一部改正に伴い本条例の一部を改正するもの。
●特定在留カード及び特定特別永住者証明書による窓口での印鑑登録証明書の申請が可能となり、併せて
　コンビニエンスストア等に設置する多機能端末機で印鑑登録証明書の申請と交付が可能となる。

議案第58号　登米市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例及び登米市
　　　　　　  職員等の旅費に関する条例の一部を改正する条例
　国家公務員等の旅費支給規程の一部を改正する省令に伴い、本関係条例の一部を改正するもの。
●本市職員等の旅費における宿泊費基準等を見直した。

議案第59号　登米市国民健康保険税条例の一部を改正する条例
　保険税軽減の所得判定基準を見直すため、本条例の一部を改正するもの。
●保険税負担の公平性の確保及び中低所得者層の保険税負担の軽減を図るために見直した。

議案第60号　登米市介護保険条例の一部を改正する条例
　介護保険法施行令の一部を改正する政令に伴い本条例の一部を改正するもの。
●令和7年度の市民税が非課税の方について、納付義務者等の申請がなくても、第1号被保険者の令和
　8年度に係る介護保険料を減免することができるように見直した。

議案第61号　登米市道路占用料条例の一部を改正する条例
　道路法施行令の一部を改正する政令に伴い本条例の一部を改正するもの。
●電力柱やNTT柱等の道路占用料を見直した。

議案第62号　登米市水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する
　　　　　　条例
　公共下水道事業計画の変更に伴い、下水道事業における経営の規模を見直すため、本条例の一部を改正
　するもの。
●下水道事業施設統廃合計画により、農業集落排水事業区域の一部を契約区域へ追加し経営規模を見
　直した。

■ 条例の制定
議案第56号　登米市自家用有償旅客運送実証運行自動車条例

　大崎市民病院または石巻赤十字病院へ、自ら移動することが困難な方への移動支援を目的
とする実証運行を実施するため制定するもの。
●公用車を使用し、有償で住民を運送する場合に必要となる規程である。

■財産の取得
議案第63号　財産の取得について
　高規格救急自動車1台購入

議案第64号　財産の取得について
　可搬消防ポンプ付軽四輪駆動（デッキバン）積載車3台購入

議案第70号　財産の取得について
　学習者用コンピュータ等2325台共同調達（iPadOS）

和
に
関
す
る
条
例
」
な
ど
、

他
の
条
例
と
の
整
合
性
を
図

り
な
が
ら
計
画
の
改
定
を
進

め
ら
れ
た
い
。

空
き
家
対
策
事
業

　
　
　
　
　
（
５
月
15
日
）

　

８
年
４
月
１
日
か
ら
、
ま

ち
づ
く
り
推
進
部
よ
り
建
設

部
に
所
管
替
え
が
あ
り
、
本

年
度
か
ら
産
業
建
設
常
任
委

員
会
の
所
管
と
な
っ
た
。

　

高
齢
者
の
み
の
世
帯
が

年
々
増
加
し
て
お
り
、
所
有

者
死
亡
に
よ
り
相
続
は
開
始

さ
れ
、
放
棄
に
は
手
続
き
が

必
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
適

切
に
手
続
き
な
さ
れ
な
い
ま

ま
承
継
さ
れ
る
こ
と
で
相
続

関
係
が
複
雑
化
し
て
い
る
こ

と
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
所
有
者
不
明
土
地
」
へ

相
続
登
記
の
義
務
化
が
６
年

４
月
１
日
よ
り
開
始
さ
れ
、

相
続
が
発
生
し
て
か
ら
３
年

以
内
の
登
記
が
求
め
ら
れ

る
。
怠
っ
た
場
合
に
は
罰
則

が
科
せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る

制
度
と
な
っ
た
も
の
で
、
管

登
米
市
景
観
計
画
の
改
定

（
５
月
15
日
）

　

本
市
景
観
計
画
の
概
要
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。
市

で
は
６
年
６
月
か
ら
１
か
月

間
、
市
民
に
対
し
「
登
米
市

景
観
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
」
を
行
い
、
回
収
率

30
・
７
％
で
あ
っ
た
。
景
観

計
画
に
該
当
す
る
も
の
に
太

陽
光
発
電
施
設
な
ど
「
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
設
の
設

置
に
関
す
る
ル
ー
ル
を
決
め

る
」
と
し
た
意
見
が
上
位
で

挙
げ
ら
れ
た
。

　

さ
ら
に
「
自
然
環
境
の
保

全
」
や
「
良
好
な
街
並
み
景

観
の
保
全
」
な
ど
、
具
体
的

な
基
準
が
必
要
と
し
た
意
見

が
出
さ
れ
て
お
り
、
計
画
へ

反
映
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。

　

太
陽
光
発
電
施
設
は
、
す

で
に
本
市
に
お
い
て
も
多
く

の
場
所
に
存
在
し
て
い
る
再

生
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
設
で
あ

り
、
４
年
施
行
の
「
登
米
市

自
然
環
境
等
と
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
発
電
事
業
と
の
調

理
責
任
の
意
識
が
希
薄
化
し

て
き
た
状
況
か
ら
一
定
程
度

の
改
善
が
な
さ
れ
る
も
の
と

期
待
し
て
い
る
。

　

空
き
家
対
策
事
業
に
関

連
し
て
「
登
米
市
空
き
家

等
の
適
正
管
理
に
関
す
る

条
例
」
は
、
議
員
発
議
に

よ
り
制
定
。
平
成
27
年
か

ら
施
行
さ
れ
た
が
、
こ
の

間
の
時
代
の
変
化
や
登
記

義
務
な
ど
の
諸
課
題
に
対

応
す
べ
く
、
条
例
等
の
改

正
に
つ
い
て
、
市
と
共
に

取
り
組
み
た
い
。

総
務
企
画
常
任
委
員
会
活
動
報
告

産
業
建
設
常
任
委
員
会
活
動
報
告

産
業
建
設
常
任
委
員
会
活
動
報
告

市内空き家件数（令和７年度）

空き家件数町域

迫　町

登米町

東和町

中田町

豊里町

321

140

326

205

121

232

143

  63

140

1,691

空き家件数

米山町

石越町

南方町

津山町

合　計

町域

保呂羽浄水場 完成予想図保呂羽浄水場 完成予想図
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※表中の診療科数は条例で定められたものです。
　病床数は「認可病床数」を記載。
　病床稼働率は豊里病院の患者を市民病院・米谷病院で受け入れた場合の試算です。

登
米
市
立
病
院
の
在
り
方
検
討

（
５
月
14
日
）

　
「
市
立
病
院
の
在
り
方
検
討
」

に
至
っ
た
経
緯
や
目
的
、
さ
ら
に

検
討
組
織
の
設
置
な
ど
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
た
。

　

市
立
３
病
院
で
は
、
許
可
病
床

数
３
７
８
床
に
対
し
、
６
年
度
の

１
日
当
た
り
の
入
院
患
者
数
が
、

２
７
４
人
に
と
ど
ま
り
、
１
０
０

床
以
上
の
空
床
が
生
じ
る
な
ど
、

病
床
稼
働
率
が
課
題
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
市
民
病
院
の
外
来
患

者
数
は
増
加
傾
向
に
あ
る
も
の

の
、
３
病
院
全
体
で
は
外
来
患
者

数
が
減
少
し
て
お
り
、
今
後
は
入

院
・
外
来
と
も
に
患
者
数
の
減
少

が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
６
年
度
の
市
立
３
病

院
全
体
の
単
年
度
資
金
収
支
は
約

1
・
7
億
円
の
赤
字
と
な
っ
て
お

り
、
人
口
減
少
に
よ
る
患
者
数
の

減
少
も
相
ま
っ
て
、
病
院
経
営
は

今
後
さ
ら
に
厳
し
さ
を
増
す
状
況

に
あ
る
と
の
こ
と
。

　

そ
の
上
で
、
市
立
３
病
院
の
在

り
方
に
つ
い
て
検
討
委
員
会
か
ら

の
意
見
を
踏
ま
え
た
再
編
統
合
案

が
示
さ
れ
た
。

　

豊
里
病
院
を
無
床
診
療
所
へ
移

行
し
、
市
民
病
院
と
米
谷
病
院
の

南
方
歴
史
民
俗
資
料
館
現
地
調
査

（
２
月
26
日
）

　

保
管
さ
れ
て
い
る
民
俗
資
料
や

埋
蔵
文
化
財
の
状
況
を
調
査
し

た
。

　

同
館
は
東
日
本
大
震
災
お
よ
び

福
島
県
沖
地
震
に
よ
り
罹
災
し
、

建
物
の
修
繕
は
完
了
し
て
い
る
も

の
の
、
資
料
の
破
損
や
整
理
が
未

了
の
た
め
休
館
し
て
い
る
。

　

現
在
は
民
俗
資
料
・
埋
蔵
文
化

財
の
保
管
施
設
と
し
て
活
用
さ

れ
、
資
料
台
帳
の
再
整
備
も
進
め

ら
れ
て
い
る
。
館
内
に
は
縄
文
時

代
の
土
器
や
人
骨
、
地
域
か
ら
寄

贈
さ
れ
た
民
具
類
な
ど
貴
重
な
資

料
が
保
管
さ
れ
て
い
る
が
、
休
館

状
態
が
続
き
学
習
活
動
へ
の
活
用

が
十
分
と
は
言
え
ず
、
人
骨
の
展

示
方
法
や
保
存
状
態
に
も
課
題
を

感
じ
た
。

　

今
後
の
機
能
移
転
に
当
た
っ
て

は
、
文
化
財
の
適
切
な
保
存
管
理

を
行
う
と
と
も
に
、
市
内
博
物
館

な
ど
で
の
展
示
や
情
報
発
信
を
進

め
、
積
極
的
な
活
用
を
図
ら
れ
た

い
。

２
病
院
体
制
へ
再
編
、
入
院
患
者

は
２
病
院
で
受
け
入
れ
る
考
え
。

　

委
員
会
で
は
、
３
パ
タ
ー
ン
の

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

「
お
金
だ
け
の
問
題
な
の
か
」
と

い
っ
た
質
疑
に
、「
経
営
改
善
だ

け
が
理
由
で
は
な
く
、
医
師
や
看

護
師
な
ど
医
療
人
材
の
不
足
を
踏

ま
え
、
持
続
可
能
な
医
療
提
供
体

制
を
確
保
す
る
た
め
の
再
編
で
あ

る
」
と
い
っ
た
内
容
の
説
明
で
あ

っ
た
。

　

市
民
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
の

は
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る

体
制
の
維
持
で
あ
る
。「
病
床
を

集
約
し
て
経
営
効
率
と
医
療
体
制

の
維
持
を
図
り
、
診
療
所
機
能
を

残
し
な
が
ら
、
住
民
へ
の
丁
寧
な

説
明
と
移
動
支
援
に
努
め
る
」
と

の
説
明
だ
が
、
委
員
会
と
し
て
は
、

豊
里
地
域
の
医
療
ア
ク
セ
ス
の
確

保
や
高
齢
者
の
転
院
負
担
、
救
急

時
の
対
応
な
ど
に
つ
い
て
、
市
民

の
不
安
を
解
消
で
き
る
十
分
な
説

明
と
具
体
的
な
対
策
が
不
十
分
と

感
じ
た
。

　

今
後
も
委
員
会
と
し
て
、
市
民

の
声
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
地
域

医
療
が
将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能

な
も
の
と
な
る
よ
う
、
全
員
協
議

会
で
の
質
疑
も
注
視
し
な
が
ら
、

引
き
続
き
調
査
・
検
討
を
進
め
て

い
く
。

教
育
民
生
常
任
委
員
会 

活
動
報
告

※

委員会審査で試行開始

議会運営委員会 活動報告議会運営委員会 活動報告

URL :  https://www.youtube.com/channel/UCongwH9aljyimswNSCH8EHw

開かれた議会へ   　　!!GOYouT
ube 配

信

　

登
米
市
議
会
基
本
条
例
に
お
い

て
、
市
議
会
の
果
た
す
べ
き
役
割

の
一
つ
と
し
て
市
民
に
わ
か
り
や

す
く
開
か
れ
た
議
会
運
営
を
行
う

こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
登
米
市
議
会
は

「
開
か
れ
た
議
会
」
を
目
指
し
な

が
ら
運
営
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。

　

最
近
で
は
、 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
発
達
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
で
、
情
報
の
共
有

化
が
幅
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
る
状

況
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

議
会
運
営
委
員
会
は
、
委
員
会

審
査
を
直
接
市
民
に
伝
え
る
方
法

と
し
て
、
前
期
か
ら
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
を
活
用
し
た
配
信
の
検
討
を
し

て
き
ま
し
た
。

　

市
民
の
み
な
さ
ま
か
ら
多
く
の

関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
委
員
会

活
動
を
、
こ
の
６
月
定
期
議
会
か

ら
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
配
信
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

登米市議会 YouTube チャンネルの入口

　私たち登米市議会は監視機能及び立
法機能を十分に発揮するため、公平性、
公正性及び透明性を確保し、市民にわ
かりやすく開かれた議会運営のもと、
市民への情報の提供と共有化を図り、
市民との対話を重ね、政策提言や政策
立案を積極的に行っていくものであ
る。

　私たち登米市議会は監視機能及び立
法機能を十分に発揮するため、公平性、
公正性及び透明性を確保し、市民にわ
かりやすく開かれた議会運営のもと、
市民への情報の提供と共有化を図り、
市民との対話を重ね、政策提言や政策
立案を積極的に行っていくものであ
る。

登米市議会基本条例より抜粋
第一委員会室のYouTube 画角

※席レイアウトは変更になる場合があります。
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下記のURL からアクセスしていただくと、ご覧いただけます。
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特定空き家認定件数措置数特定空き家認定件数措置数

管理計画による判断が待たれる
登米市民病院院長住宅

管理計画による判断が待たれる
登米市民病院院長住宅

※生成AIによるイメージ画像です。※生成AIによるイメージ画像です。

出典：広報大崎広域2018.10.1特集号出典：広報大崎広域2018.10.1特集号

的
検
討
に
つ
い
て
は
お
話
し

で
き
な
い
。
先
進
事
例
な
ど

参
考
に
検
討
を
進
め
て
い
く
。

問　

生
成
Ａ
Ｉ
の
導
入
で
、

職
員
自
身
が
「
判
断
理
由
」

を
考
え
な
く
な
っ
た
り
「
倫

理
的
葛
藤
」を
避
け
て
し
ま
っ

た
り
、
官
僚
制
の
機
械
化
に

陥
っ
て
し
ま
わ
な
い
か
。　

　

こ
の
Ａ
Ｉ
時
代
だ
か
ら
こ

そ
必
要
な
職
員
研
修
が
求
め

ら
れ
て
い
る
と
思
う
が
。

答　

現
在
の
Ａ
Ｉ
自
体
も「
重

大
な
リ
ス
ク
」
を
抱
え
て
い

る
と
認
識
し
て
い
る
。
職
員

に
周
知
す
る
と
と
も
に
、
本

来
の
公
務
員
と
し
て
の
在
り

様
を
従
来
の
研
修
と
あ
わ
せ

て
検
討
し
て
い
く
。

問　

先
般
、
津
山
町
で
唯
一

の
診
療
所
が
閉
院
し
、
町
域

単
位
で
の
「
無
医
地
区
」
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
本
市
の

対
応
は
。

答　

現
在
、
全
国
的
な
医
師

の
偏
在
や
地
方
の
担
い
手
不

足
に
よ
り
厳
し
い
状
況
で
あ

る
。
津
山
町
域
に
つ
い
て
は
、

医
療
機
関
を
利
用
し
や
す
い

環
境
整
備
と
受
診
支
援
に
努

め
て
い
く
。

問　

今
回
の
問
題
は
、
単
に

無
医
地
区
が
「
増
え
た
」
と

言
う
こ
と
で
は
無
く
て
、
こ

れ
ま
で
の
医
療
制
度
そ
の
も

の
が
成
り
立
た
な
く
な
っ
て

い
く
こ
と
で
も
あ
る
。
ま
た
、

公
平
性
の
観
点
か
ら
国
民
皆

保
険
制
度
が
維
持
で
き
な
く

な
る
と
い
う
課
題
で
も
あ
る
。

本
市
と
し
て
は
、
積
極
的
な

対
応
策
を
考
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
が
。

答　

現
在
、
具
体
的
な
政
策

問　

７
年
度
の
空
き
家
件
数

が
１
６
９
１
件
と
な
り
、
２

年
度
調
査
時
よ
り
２
８
４
件

増
加
し
て
い
る
。
本
市
の
空

き
家
率
は
国
県
の
平
均
を
上

回
っ
て
い
る
。

　

本
市
条
例
で
は
、
市
民
か

ら
の
情
報
提
供
、調
査
、助
言
・

指
導
、
勧
告
、
命
令
、
公
表
、

議
会
議
決
、
代
執
行
の
流
れ

だ
が
、
助
言
・
指
導
に
行
く

ま
で
時
間
が
か
か
り
過
ぎ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。
通
知

を
出
す
タ
イ
ミ
ン
グ
、
最
大

何
通
ま
で
出
す
の
か
。

答　

明
確
な
期
間
設
定
は
な

く
、
数
回
に
分
け
て
通
知
し

柔
軟
に
対
応
し
て
い
る
。

問　

明
確
で
は
な
い
こ
と
が

分
か
っ
た
。
本
来
な
ら
１
８

０
件
あ
る
倒
壊
の
恐
れ
が
あ

る
空
き
家
等
は
、
管
理
不
全

空
き
家
に
な
る
と
思
う
の
だ

が
、
な
ぜ
本
市
で
は
助
言
指

導
勧
告
を
し
て
い
な
い
の
か
。

答　

所
有
者
へ
の
負
担
、
固

定
資
産
税
の
減
免
措
置
が
外

れ
る
な
ど
、
ハ
ー
ド
ル
が
上

が
り
、
特
定
空
き
家
ま
で
い

く
と
罰
則
や
代
執
行
と
な
り

次
の
段
階
に
進
ま
な
い
現
状

で
あ
る
。
所
有
者
個
人
の
自

己
責
任
で
や
る
の
が
筋
。
そ

こ
を
し
っ
か
り
説
明
し
て
次

の
段
階
に
進
め
た
い
。

問　

国
、
県
の
指
導
を
待
つ

よ
り
、
市
民
の
安
全
確
保
を

最
優
先
に
主
体
的
に
制
度
設

計
を
行
う
べ
き
で
は
。

答　

倒
壊
の
危
険
が
あ
る
空

き
家
に
関
し
て
の
最
終
的
な

行
政
代
執
行
は
、
市
の
税
金

が
使
わ
れ
る
。
回
収
の
見
込

み
な
ど
を
考
え
議
会
の
方
に

提
案
し
、
市
が
自
ら
率
先
し

て
と
い
う
と
こ
ろ
は
検
討
す

る
。

遠藤真理子 議員

問
危
険
空
き
家
対
策
の
迅
速
化
と
条
例
改
正

答
手
続
き
を
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

に
制
度
強
化
検
討

問

問

問

問　

空
き
家
と
な
っ
て
い
る

登
米
市
民
病
院
院
長
住
宅
の

評
価
と
更
新
計
画
な
ど
は
。

答　

今
後
使
用
し
な
い
見
込

み
の
財
産
と
な
れ
ば
、
き
ち

ん
と
整
理
し
た
中
で
、
売
却

す
る
処
分
を
行
っ
て
い
こ
う

と
考
え
て
い
る
。

問　

登
米
市
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
に
お
け
る
、
土

木
公
共
施
設
、
企
業
会
計
施

設
の
個
別
計
画
の
策
定
資
料

が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
併
記

さ
れ
て
い
な
い
が
。

答　

早
速
指
摘
に
よ
り
、
併

記
す
る
改
善
を
し
て
掲
載
し

た
。

問　

こ
れ
ま
で
に
な
い
新
た

な
人
口
減
少
対
策
施
策
は
。

答　

本
市
の
地
域
特
性
を
踏

ま
え
た
実
効
性
の
高
い
新
た

な
取
り
組
み
に
つ
い
て
検
討

を
加
速
さ
せ
る
。

問　

市
の
支
援
メ
ニ
ュ
ー
の

紹
介
を
主
と
す
る
、
窓
口
を

一
本
化
し
た
進
路
相
談
窓
口

の
開
設
提
案
は
。

答　

前
向
き
に
、
窓
口
の
一

本
化
の
取
り
組
み
に
向
け
た

検
討
を
し
て
い
く
。

問　

本
市
の
目
指
す
べ
き
財

政
調
整
基
金
残
高
に
つ
い
て
、

９
年
度
か
ら
具
体
的
な
金
額

の
明
記
を
し
て
市
民
に
分
か

り
や
す
い
書
き
方
に
。

答　

市
民
に
誤
解
の
な
い
よ

う
分
か
り
や
す
い
つ
く
り
と

す
る
。

問　

道
の
駅
津
山
屋
内
木
育

広
場
整
備
事
業
に
お
け
る
登

米
市
市
民
バ
ス
津
山
線
の
運

行
ル
ー
ト
見
直
し
は
。

答　

道
の
駅
津
山
の
利
用
状

況
を
踏
ま
え
て
、
必
要
に
応

じ
て
市
民
バ
ス
の
運
行
ダ
イ

ヤ
改
正
を
行
う
。

浅田琢哉 議員

問
院
長
住
宅
の
評
価
と
更
新
計
画
は

答
き
ち
ん
と
整
理
し
た

中
で
、
売
却
す
る

問　

本
市
に
は
県
長
沼
ボ
ー

ト
場
ア
イ
エ
ス
総
合
ボ
ー
ト

ラ
ン
ド
が
立
地
す
る
。

　

ボ
ー
ト
愛
好
家
が
集
う「
全

国
市
町
村
交
流
レ
ガ
ッ
タ
」

を
招
致
し
、
本
市
の
魅
力
発

信
に
つ
な
げ
て
は
ど
う
か
。

答　

大
会
開
催
は
、
ボ
ー
ト

競
技
の
振
興
の
み
な
ら
ず
、

観
光
や
交
流
に
よ
る
地
域
振

興
も
期
待
さ
れ
る
。
40
回
大

会
な
ど
節
目
の
大
会
開
催
に

結
び
つ
く
よ
う
、
招
致
に
向

け
た
取
り
組
み
を
進
め
る
。

問　

長
沼
ボ
ー
ト
場
の
ス

ペ
ッ
ク
に
つ
い
て
、
市
内
外

を
問
わ
ず
ア
ピ
ー
ル
が
不
足

し
て
い
る
。
長
沼
と
同
じ
Ａ

級
規
模
の
ボ
ー
ト
場
は
５
カ

所
し
か
な
い
。
し
か
も
他
は

河
川
や
海
路
の
制
約
か
ら
、

常
設
で
の
設
備
配
置
が
困
難

だ
。
常
設
静
水
路
で
あ
る
こ

と
を
加
味
す
れ
ば
、
国
内
最

高
の
競
技
場
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ボ
ー
ト
競
技
開
催
に
限
ら
ず

観
光
や
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
、
ふ
る
さ
と
納
税
な

ど
部
局
横
断
的
な
対
応
を
確

立
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

答　

昨
年
開
催
地
で
あ
っ
た

豊
岡
市
で
は
、
歓
迎
ム
ー
ド

が
す
ご
く
伝
わ
っ
て
き
た
。

本
市
の
豊
か
な
食
文
化
も
活

か
し
な
が
ら
招
致
に
向
け
活

動
す
る
。

問　

経
営
責
任
が
あ
る
病
院

事
業
管
理
者
と
し
て
成
果
達

成
の
指
標
と
す
る
短
期
目
標

は
何
か
。

答　

病
床
稼
働
率
、
一
日
平

均
患
者
数
、
平
均
診
療
単
価

を
重
要
視
す
る
。

曽根充敏 議員

問
交
流
レ
ガ
ッ
タ
大
会
の
招
致
を

答
節
目
で
の
大
会
開
催
に

向
け
取
り
組
む

佐々木好博 議員

問
本
市
無
医
地
区
へ
の
対
応
に
つ
い
て

答
受
診
支
援
や
環
境
を

整
え
て
い
く

問　

減
衰
し
た
指
定
廃
棄
物

を
焼
却
す
る
場
合
、
環
境
省

は
「
上
乗
せ
基
準
」①
飛
散
・

流
出
防
止
、②
焼
却
灰
・
煤
塵

の
取
扱
い
強
化
、③
埋
め
立
て

処
分
時
の
遮
蔽
措
置
、
空
間

線
量
の
管
理
を
示
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
基
準
を
満
た
す
契

約
と
な
る
の
か
。

答　

今
回
、
廃
棄
物
処
理
を

委
託
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、

処
理
す
る
施
設
そ
の
も
の
に

つ
い
て
、
管
理
で
き
な
い
数

値
を
、
登
米
市
と
し
て
公
表

す
る
こ
と
は
難
し
い
。
た
だ

し
、
本
事
業
は
「
放
射
性
物

質
汚
染
廃
棄
物
処
理
事
業
費

補
助
金
」
を
活
用
し
て
実
施

す
る
の
で
、
国
お
よ
び
県
と

連
携
し
、
契
約
締
結
前
の
段

階
で
、
安
全
管
理
体
制
、
施

設
能
力
、
関
係
法
令
遵
守
状

況
な
ど
を
確
認
す
る
。
そ
の

上
で
契
約
を
締
結
し
、
処
理

を
進
め
る
。

問　

中
東
情
勢
の
悪
化
で
、

ナ
フ
サ
不
足
に
よ
り
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
品
が
不
足
し
、
市

民
生
活
な
ど
で
障
害
が
起
き

て
い
る
。
本
市
へ
の
影
響
の

実
態
を
調
査
す
べ
き
。

　

ま
た
、
市
民
生
活
を
守
り
、

経
済
活
動
の
継
続
に
向
け
て

国
へ
の
要
望
活
動
な
ど
を
行

う
考
え
は
。

答　

す
で
に
産
業
振
興
会
を

中
心
に
全
会
員
に
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
行
い
、
結
果
の
把

握
を
し
て
い
る
。「
生
産
を
止

め
る
ぐ
ら
い
ひ
っ
迫
し
て
い

る
状
況
」
だ
と
捉
え
て
い
る
。

そ
の
他
に
も
、
医
療
業
界
に

相
当
影
響
が
あ
る
と
聞
く
。

　

県
や
市
長
会
な
ど
と
連
携

を
図
り
、
し
っ
か
り
と
国
に

要
望
し
て
い
く
。

鈴木　実 議員

問
汚
染
稲
わ
ら
の
処
理
契
約
に
つ
い
て

答
関
係
法
令
遵
守
な
ど
、

確
認
し
契
約
す
る

問

問問問

問問

問

問

問

問

問

問

問

問

17人の議員が
市政に対する一般質問を行いました。

17人の議員が
市政に対する一般質問を行いました。

６月定期議会一般質問

一般質問は、議員の調査研究活動や、住民の声、自身の考え方をもとに、
市政全般にわたって市長などの方針を問うものです。

一般質問は、議員の調査研究活動や、住民の声、自身の考え方をもとに、
市政全般にわたって市長などの方針を問うものです。

答

答

答

答

答

答

答

答

答

答答

答

答答答

答答 人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

Ａ
Ｉ
導
入
に
つ
い
て

令
和
８
年
度
登
米
市
の

予
算
と
ま
ち
づ
く
り

病
院
・
老
健
施
設
事
業
の

経
営
戦
略
を
問
う

ば
い 

じ
ん

か
っ
と
う

一 般 質 問一 般 質 問

ー 一般質問の録画配信をＱＲコードからご覧いただけます ーー 一般質問の録画配信をスマートフォン等から簡単にご覧いただけるよう、ＱＲコードを掲載しました。
　　 各議員の一般質問の様子がご覧になれますので、ぜひご利用ください。ー

委　

員　

会

定
期
議
会

一
般
質
問

政
務
活
動
費
等

委　

員　

会

定
期
議
会

一
般
質
問

政
務
活
動
費
等
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問　

京
都
の
私
立
高
校
が
、

修
学
旅
行
で
沖
縄
県
に
行
き
、

平
和
学
習
の
一
環
と
し
て
、

辺
野
古
の
米
軍
基
地
を
海
か

ら
見
学
す
る
と
い
う
こ
と
で

乗
船
し
、
事
故
に
遭
っ
て
二

名
の
方
が
亡
く
な
っ
た
。
つ

い
最
近
の
話
で
あ
る
。
一
体
、

修
学
旅
行
で
の
平
和
学
習
と

は
、
ど
の
よ
う
な
場
所
で
、

ど
の
よ
う
な
形
で
行
わ
れ
て

い
る
の
か
。ま
た
、教
育
長
は
、

平
和
学
習
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
。

答　

修
学
旅
行
で
の
平
和
学

習
は
、
日
常
生
活
の
中
に
あ

る
平
和
の
再
定
義
と
し
て
、

現
在
の
豊
か
な
暮
ら
し
が
国

際
的
な
平
和
と
安
定
の
上
に

あ
る
こ
と
を
実
感
さ
せ
る
こ

と
や
、
過
去
の
歴
史
だ
け
で

な
く
、
現
在
進
行
形
の
課
題

や
国
際
社
会
に
目
を
向
け
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
機
会
に

な
る
と
思
っ
て
い
る
。
平
和

が
必
要
で
あ
り
、
柔
軟
な
利

用
に
は
課
題
が
あ
る
。
今
後

は
、
安
全
管
理
や
責
任
の
所

在
に
配
慮
し
な
が
ら
、
よ
り

利
用
し
や
す
い
運
用
を
検
討

し
て
い
く
。

問　

既
存
施
設
の
活
用
に
つ

い
て
、
除
却
だ
け
で
は
な
く

活
か
す
視
点
を
踏
ま
え
、
今

後
の
ま
ち
づ
く
り
に
ど
う
つ

な
げ
る
か
。

答　

既
存
施
設
の
有
効
活
用

や
再
利
用
は
重
要
で
あ
る
。

老
朽
化
や
管
理
責
任
の
課
題

を
踏
ま
え
、
地
域
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
活
用
方
策
を
検
討
し

て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

・
市
営
住
宅
の
空
き
住
戸
対

策
と
今
後
の
活
用
に
つ
い
て

問　

天
候
に
左
右
さ
れ
な
い

屋
内
遊
び
場
の
整
備
や
既
存

施
設
活
用
の
考
え
は
。

答　

子
ど
も
の
遊
び
場
確
保

は
重
要
課
題
と
認
識
し
て
い

る
。
今
年
度
、
先
進
地
の
視

察
を
予
定
し
て
お
り
、
既
存

施
設
の
活
用
や
屋
内
遊
び
場

の
整
備
に
つ
い
て
、
調
査
研

究
を
進
め
る
。

問　

現
時
点
で
調
査
研
究
を

予
定
し
て
い
る
地
域
、
自
治

体
は
。

答　

今
年
度
の
夏
以
降
に
福

島
県
や
栃
木
県
の
休
校
施
設

活
用
事
例
を
視
察
し
、
運
営

形
態
や
、
施
設
修
繕
の
手
法

な
ど
を
確
認
す
る
。

問　

学
校
施
設
の
地
域
開
放

や
、
土
日
祝
日
、
長
期
休
暇

に
限
定
し
た
運
用
の
可
能
性

は
。

答　

既
に
学
校
施
設
や
空
き

校
舎
の
活
用
を
進
め
て
い
る

が
、
事
前
申
請
や
団
体
登
録

問　

整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

確
定
で
は
な
い
が
、
策
定
か

ら
開
院
ま
で
10
年
も
要
す
る

の
は
時
間
が
か
か
り
す
ぎ
る

の
で
は
。

答　

基
本
構
想
や
基
本
計
画

な
ど
、
各
段
階
で
必
要
と
さ

れ
る
時
間
を
8
年
程
度
と
想

定
し
た
も
の
で
あ
る
。

問　

昨
年
６
月
定
期
議
会
で

「
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
は
す
ぐ
や

る
」
と
し
た
が
１
年
経
っ
て

も
進
ん
で
い
な
い
。
進
め
方

が
後
先
違
え
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。

答　

タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
計
ら

い
な
が
ら
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
行
っ
て
い
く
。

問　

女
川
原
発
２
号
機
再
稼

働
に
伴
い
不
安
が
募
る
こ
と

か
ら
、
病
院
整
備
に
係
る
資

金
調
達
に
つ
い
て
、
東
北
電

力
に
協
力
を
お
願
い
し
て
は

ど
う
か
。

答　

財
源
確
保
は
た
だ
難
し

い
で
は
な
く
、
可
能
性
を
探

り
な
が
ら
前
向
き
に
検
討
し

て
い
き
た
い
。

問　

市
民
の
生
命
と
財
産
を

命
懸
け
で
守
る
消
防
団
の
報

酬
は
、
市
独
自
の
考
え
で
上

げ
て
良
い
と
思
う
。
仮
に
、

議
員
報
酬
、
特
別
職
の
報
酬

を
減
額
し
て
報
酬
を
上
げ
た

な
ら
、
法
的
に
違
反
す
る
の

か
。

答　

上
げ
る
こ
と
は
違
法
で

は
な
い
。 

国
の
制
度
や
各
自

治
体
と
情
報
共
有
し
、
遅
れ

る
こ
と
な
く
対
応
す
る
。

及川圭助 議員

問
開
院
ま
で
10
年
は
長
す
ぎ
な
い
か

答
各
段
階
で
必
要
な

期
間
を
想
定

問

問問

問問

問　

屋
敷
内
で
死
亡
し
た
キ

ツ
ネ
、
タ
ヌ
キ
な
ど
の
小
動

物
処
分
の
連
絡
先
は
。

答　

窓
口
は
支
所
と
な
っ
て

い
る
。

問　

高
齢
者
だ
け
の
生
活
で

は
、
小
動
物
で
も
持
ち
上
げ

て
移
動
さ
せ
る
こ
と
は
難
し

い
と
思
う
が
、
マ
ニ
ュ
ア
ル

は
あ
る
か
。

答　

現
在
、
小
動
物
な
ど
の

死
骸
処
理
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は

作
成
し
て
い
な
い
。
廃
棄
物

処
理
法
の
規
定
で
「
土
地
建

物
の
所
有
者
ま
た
は
管
理
者

の
責
任
で
処
理
す
る
」と
な
っ

て
い
る
が
、
高
齢
者
の
増
な

ど
に
よ
り
市
民
に
寄
り
添
っ

た
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
な

ど
で
処
分
方
法
を
周
知
す
る
。

問　

学
校
の
閉
校
施
設
の
活

用
は
。

答　

閉
校
し
た
学
校
は
12
校
、

そ
の
う
ち
９
施
設
は
民
間
が

運
営
す
る
福
祉
施
設
や
生
涯

学
習
施
設
、
介
護
福
祉
士
養

成
学
校
な
ど
へ
活
用
さ
れ
て

い
る
。

問　

統
合
し
て
も
、
嵯
峨
立

地
域
の
小
中
学
生
の
三
宝
荒

神
な
ど
文
化
財
の
踊
り
、
み

ど
り
の
少
年
団
や
他
各
地
域

で
一
生
懸
命
子
ど
も
に
教
え

て
来
た
芸
能
や
田
植
え
な
ど

そ
の
ま
ま
受
け
継
が
れ
る
の

か
。

答　

各
校
に
は
各
校
の
特
色

あ
る
教
育
が
あ
っ
た
が
、
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
時
数
が
決

ま
っ
て
い
る
中
で
、
何
を
取

捨
選
択
す
る
か
苦
し
い
状
況

だ
っ
た
。
地
域
の
理
解
を
得

な
が
ら
残
せ
る
も
の
は
残
す
。

佐藤千賀子 議員

問
敷
地
内
で
死
亡
し
た
小
動
物
の
処
分
方
法
は

答
市
民
、高
齢
者
に
寄
り
添
っ
た

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
検
討

問　

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
し
っ

か
り
と
し
た
管
理
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
る
こ
と
か
ら
、

３
点
に
つ
い
て
伺
う
。

①
現
状
調
査
の
進
捗
状
況
は
。

②
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
も

の
は
点
検
や
確
認
に
留
ま
ら

ず
、
最
優
先
で
交
換
や
修
繕

を
実
施
す
べ
き
で
は
。

③
道
路
改
良
が
終
了
し
た
こ

と
で
、必
要
な
く
な
っ
た
カ
ー

ブ
ミ
ラ
ー
の
う
ち
利
用
可
能

な
も
の
は
、
移
設
し
て
利
用

す
べ
き
と
考
え
る
が
。

答　

①
に
つ
い
て
は
、
昨
年

度
末
ま
で
に
３
町
域
分
が
完

了
し
、
本
年
度
は
１
町
域
を

予
定
し
て
い
る
。
来
年
度
以

降
も
全
域
の
調
査
が
完
了
す

る
よ
う
、
早
急
に
進
め
る
。②

に
つ
い
て
は
、
状
況
を
確
認

し
、
早
急
に
対
応
す
る
よ
う

努
め
て
い
る
。③
に
つ
い
て
は

現
地
調
査
を
行
い
、
本
基
準

に
基
づ
き
、
優
先
順
位
を
設

け
て
対
応
し
て
い
る
。

問　

昨
年
度
の
交
換
や
修
繕

の
実
績
は
何
件
あ
っ
た
の
か
。

答　

新
設
が
４
基
、
修
繕
が

12
基
、
移
設
は
２
基
で
あ
る
。

問　

非
常
に
少
な
い
と
感
じ

る
が
要
因
は
。

答　

大
き
な
要
因
は
、
予
算

的
な
も
の
で
あ
る
。

問　

子
宮
頸
が
ん
お
よ
び
Ｈ

Ｐ
Ｖ
関
連
が
ん
を
減
少
さ
せ

る
た
め
に
、
男
女
と
も
に
予

防
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と

考
え
る
。
本
市
に
お
い
て
も

助
成
を
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

答　

調
査
研
究
を
継
続
す
る
。

熊谷和弘 議員

問
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
管
理
に
つ
い
て

答
状
況
を
確
認
し
早
急
に

対
応
し
て
い
る

杵渕政博 議員

問
子
ど
も
の
遊
び
場
確
保
推
進
の
考
え
は

答
重
要
課
題
と
し
て

調
査
研
究
を
進
め
る

問　

ナ
フ
サ
不
足
や
物
価
高

騰
、
本
市
に
お
い
て
、
懸
念

さ
れ
る
課
題
へ
の
対
応
は
。

答　
〈
医
療
局
〉

医
療
用
手
袋
、
輸
液
バ
ッ
グ
、

注
射
器
シ
リ
ン
ジ
な
ど
供
給

不
足
が
懸
念
さ
れ
る
が
年
間

数
量
は
確
保
で
き
る
。
価
格

上
昇
は
あ
る
が
医
療
提
供
に

支
障
は
な
い
。

〈
教
育
委
員
会
〉

プ
ラ
容
器
の
供
給
不
足
に
よ

り
給
食
デ
ザ
ー
ト
品
の
欠
品

や
燃
料
費
の
高
騰
に
よ
る
食

材
価
格
の
値
上
げ
が
懸
念
さ

れ
る
。
代
替
品
の
調
達
や
メ

ニ
ュ
ー
の
工
夫
を
行
う
。

〈
上
下
水
道
部
〉

配
水
管
・
給
水
管
資
材
の
価

格
高
騰
と
納
品
遅
延
が
顕
在

化
し
て
き
た
。
実
勢
価
格
を

把
握
し
、
納
品
時
期
を
勘
案

し
た
工
事
発
注
に
取
り
組
む
。

〈
市
長
部
局
〉

既
に
資
材
の
発
注
を
行
っ
て

い
る
工
事
に
つ
い
て
は
影
響

は
な
い
。
事
態
が
長
期
化
す

れ
ば
施
工
コ
ス
ト
の
増
加
、

資
材
調
達
の
不
安
定
化
、
工

期
遅
延
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
。

そ
の
場
合
、
工
期
延
長
や
、

既
存
の
ス
ラ
イ
ド
条
項
を
運

用
し
、
工
事
価
格
へ
適
切
に

反
映
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

問　
（
仮
称
）
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
は
合
併
特
例
債
期
間
内

で
完
成
可
能
か
。

答　

将
来
世
代
に
大
き
な
負

担
を
残
さ
な
い
よ
う
、
現
在
、

基
本
設
計
と
既
存
庁
舎
の
活

用
に
つ
い
て
総
合
的
に
判
断

し
て
い
る
と
こ
ろ
。
仮
に
整

備
す
る
場
合
、
期
限
の
12
年

度
を
目
途
に
、
あ
ら
ゆ
る
想

定
を
し
、
進
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
な
い
。

岩淵正宏 議員

問
中
東
情
勢
、各
部
局
に
及
ぼ
す
影
響
は

答
広
範
囲
に
影
響
、

国
の
動
向
を
注
視

問

問

問問問

問

問

問問問

問問問

学
習
に
つ
い
て
は
、
各
教
科

領
域
、
す
べ
て
の
分
野
に
わ

た
り
、
適
時
適
切
に
行
っ
て

い
く
べ
き
も
の
と
捉
え
て
い

る
。
修
学
旅
行
に
特
化
し
て
、

平
和
教
育
を
す
る
こ
と
は
考

え
て
い
な
い
。

そ
の
他
の
質
問

・
山
林
火
災
対
策
に
つ
い
て

首藤忠則 議員

問
修
学
旅
行
で
の
平
和
学
習
に
つ
い
て

答
修
学
旅
行
に
特
化
し
て
平
和
学
習

を
行
う
こ
と
は
考
え
て
い
な
い

問答答

答答答

答答答答答

答答答

答

答答

答答

答

登
米
市
民
病
院
整
備

基
本
方
針
案
に
つ
い
て

男
子
へ
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン

接
種
費
用
の
助
成
を

消
防
団
員
報
酬
に
つ
い
て

閉
校
の
実
態
と
閉
校
施
設

の
活
用
に
つ
い
て

※

※ＨＰＶワクチン…子宮頸がんなどの原因となるヒトパピローマウイルス（ＨＰＶ）の感染を
防ぐためのワクチン。男性の接種により女性の子宮頸がんのリスクを軽減
できるほか、肛門がんや尖圭コンジローマの予防にもつながる。

さ　
　

が　
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開通が待たれる心性寺橋開通が待たれる心性寺橋 豊里病院豊里病院

補聴器のイラスト補聴器のイラスト

出火原因調査中出火原因調査中

問　

補
聴
器
助
成
を
独
自
に

行
う
自
治
体
が
増
え
て
い
る
。

県
内
で
は
名
取
市
が
２
万
円
、

富
谷
市
、東
松
島
市
、亘
理
町
、

大
郷
町
、
利
府
町
、
山
元
町
、

栗
原
市
が
そ
れ
ぞ
れ
３
万
円

の
上
限
で
助
成
し
て
い
る
。

補
聴
器
は
片
耳
で
も
数
十
万

円
す
る
場
合
が
あ
り
、
年
金

生
活
者
に
は
大
き
な
負
担
と

な
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、

閉
じ
こ
も
り
や
介
護
リ
ス
ク

が
高
ま
れ
ば
、
介
護
給
付
費

の
増
加
に
つ
な
が
る
の
で
は
。

答　

補
聴
器
が
認
知
症
に
有

効
な
効
果
が
あ
る
の
か
の
国

の
研
究
で
は
、
現
時
点
で
限

定
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
に
お
い
て
も
、
国
の
動

向
を
注
視
し
、
宮
城
県
市
長

会
等
を
通
じ
て
、
国
や
県
に

対
し
購
入
助
成
の
財
政
措
置

を
要
望
し
て
い
く
。

問　

南
方
地
域
小
学
校
整
備

事
業
に
お
い
て
、
施
設
配
置

の
変
更
に
よ
り
、
開
校
が
１

年
延
期
さ
れ
る
が
、
整
備
事

業
費
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る

こ
と
を
考
慮
し
た
判
断
か
。

答　

実
施
設
計
か
ら
完
成
ま

で
３
年
程
度
の
長
期
間
と
な

る
こ
と
か
ら
、
現
在
の
資
材

価
格
の
高
騰
や
労
務
費
の
上

昇
、
ナ
フ
サ
不
足
に
よ
る
資

材
調
達
へ
の
影
響
に
つ
い
て

は
、
現
時
点
で
は
把
握
が
難

し
い
。
本
年
度
に
着
手
す
る

実
施
設
計
の
結
果
を
踏
ま
え

明
ら
か
に
し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

・
防
災
行
政
無
線
の
時
報
の

時
間
変
更
に
つ
い
て　
　

・
指
定
ゴ
ミ
袋
不
足
の
課
題

問　

市
民
生
活
の
安
心
・
安

全
の
た
め
の
緊
急
車
両
が
進

入
困
難
な
市
道
の
整
備
は
進

ん
で
い
る
か
。

答　

緊
急
車
両
の
進
入
が
困

難
で
、
救
命
活
動
な
ど
へ
の

影
響
が
懸
念
さ
れ
る
狭
隘
道

路
の
整
備
は
、
現
時
点
で
46

路
線
中
４
路
線
の
完
了
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
。
限
ら
れ
た

財
源
を
有
効
に
活
用
し
な
が

ら
整
備
を
加
速
し
て
い
く
。

問　

長
年
に
わ
た
り
通
行
止

め
と
な
っ
て
い
る
、市
道
「
石

打
坂
・
西
舘
線
」
心
性
寺
橋

開
通
の
目
途
は
。

答　

県
が
行
う
国
道
３
９
８

号
西
舘
交
通
安
全
施
設
整
備

事
業
の
交
差
点
改
良
工
事
の

進
捗
の
遅
れ
に
よ
り
、
令
和

９
年
９
月
の
開
通
予
定
で
あ

る
。

問　

豊
里
病
院
の
無
床
診
療

所
化
が
必
要
な
選
択
と
報
告

さ
れ
た
が
、
そ
の
理
由
は
。

答　

病
院
は
建
設
後
36
年
を

経
過
し
、
医
師
確
保
も
困
難

で
あ
り
病
院
の
機
能
維
持
が

難
し
い
と
判
断
し
た
。

問　

市
長
は
、
検
討
委
員
会

の
報
告
を
ど
う
受
け
止
め
、

判
断
し
た
の
か
。

答　

病
院
事
業
の
最
適
化
の

た
め
に
、
苦
渋
の
決
断
で
あ

る
が
、
必
要
と
判
断
し
た
。

問　

無
床
診
療
所
化
に
よ
る

登
米
市
病
院
事
業
の
経
営
改

善
効
果
は
。

答　

無
床
診
療
所
化
し
た
場

合
、
医
業
損
益
で
約
３
億
５

千
万
円
の
改
善
が
図
ら
れ
る
。

問　

病
院
を
廃
止
し
て
た
だ

診
療
所
化
す
る
の
で
は
な
い
、

地
域
医
療
を
守
る
新
し
い
診

療
所
の
理
念
と
は
。

答　

地
域
の
か
か
り
つ
け
医

と
し
て
、
外
来
機
能
を
継
続

し
生
命
と
健
康
を
守
る
役
割

を
果
た
し
て
い
く
。

問　

現
行
の
登
米
市
病
院
中

長
期
構
想
の
見
直
し
が
必
要

で
は
な
い
の
か
。

答　

現
行
計
画
の
ま
ま
で
も

経
営
効
率
化
、
経
常
収
支
改

善
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

問　

診
療
所
化
で
市
内
の
医

療
機
関
、
医
療
圏
、
地
域
包

括
ケ
ア
へ
の
影
響
は
。

答　

診
療
所
化
し
た
場
合
で

も
連
携
強
化
に
引
き
続
き
取

り
組
む
。

問　

令
和
９
年
４
月
１
日
を

開
所
時
期
と
し
て
い
る
が
拙

速
で
は
な
い
か
。

答　

資
金
不
足
発
生
の
心
配

と
、
国
の
病
床
削
減
支
援
策

の
活
用
が
期
待
で
き
る
の
で

早
期
対
応
を
目
標
と
し
た
。

佐々木幸一 議員

問
豊
里
病
院
の
無
床
診
療
所
化
は
な
ぜ

答
病
院
事
業
の
最
適
化
の

た
め
に
判
断

問

問問問問

問問問

　

本
市
で
は
「
公
の
施
設
」

の
管
理
に
お
い
て
、
多
様
化

す
る
市
民
ニ
ー
ズ
に
、
よ
り

効
果
的
に
対
応
す
る
た
め
、

民
間
の
能
力
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を

幅
広
く
活
用
し
て
、市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
と
経
費
の
縮
減

な
ど
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

１
３
７
施
設
で
指
定
管
理
者

制
度
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。

　

合
併
後
、
指
定
管
理
者
制

度
導
入
か
ら
20
年
以
上
が
経

過
し
、
施
設
は
経
年
劣
化
が

激
し
い
状
況
に
あ
る
。
年
間

10
万
円
や
20
万
円
と
い
う
小

破
修
繕
の
協
定
額
で
は
、
速

や
か
に
施
設
修
繕
が
進
ま
な

い
状
況
に
つ
い
て
市
の
姿
勢

を
質
す
。

問　

現
在
の
工
事
の
部
材
高

騰
の
折
、
協
定
で
示
し
た
修

繕
な
ど
の
基
準
額
を
見
直
す

考
え
は
な
い
か
。

答　

上
限
を
超
え
る
修
繕
は

「
安
全
性
を
損
な
う
恐
れ
が
あ

れ
ば
」
基
本
的
に
市
で
対
応

す
る
。

問　

協
定
で
定
め
る
修
繕
額

を
超
え
る
場
合
、
受
託
団
体

は
修
繕
し
な
く
と
も
良
い
と

い
う
こ
と
に
な
る
の
か
。

答　

指
定
管
理
施
設
数
が
多

い
た
め
、
当
然
修
繕
箇
所
も

多
く
な
る
が
、
市
が
予
算
措

置
を
図
り
、
利
用
者
に
迷
惑

を
か
け
る
こ
と
の
な
い
よ
う

毎
年
計
画
的
に
修
繕
に
努
め

る
。

問　

経
費
縮
減
を
優
先
さ
せ
、

施
設
修
繕
な
ど
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
は
二
の
次
に
な
っ

て
い
な
い
か
。

答　

老
朽
化
の
現
状
や
安
全

確
保
に
配
慮
し
、
修
繕
を
行

う
こ
と
が
重
要
と
認
識
し
、

指
定
管
理
者
と
の
連
携
を
図

り
適
切
な
管
理
に
努
め
る
。

須藤幸喜 議員

問
市
が
率
先
し
て
維
持
管
理
の
徹
底
を

答
修
繕
に
努
め
ら
れ
る

体
制
を
構
築
す
る

問　

将
来
の
公
共
交
通
を
見

据
え
、
レ
ベ
ル
４
自
動
運
転

の
実
証
実
験
に
取
り
組
む
べ

き
で
は
な
い
か
。長
沼
レ
ガ
ッ

タ
や
Ｔ
ｏ
ｍ
ｅ
肉
祭
な
ど
、

観
光
イ
ベ
ン
ト
時
に
限
定
的

な
条
件
で
の
実
施
は
可
能
で

は
な
い
か
。

答　

自
動
運
転
は
重
要
な
技

術
で
あ
る
が
、
予
約
型
乗
合

交
通
（
デ
マ
ン
ド
交
通
）
の

よ
う
に
運
行
経
路
が
定
ま
ら

な
い
運
用
は
難
し
い
。
特
定

条
件
で
あ
っ
て
も
、
安
全
確

保
が
大
前
提
で
あ
り
、
現
時

点
で
の
実
施
は
慎
重
な
判
断

が
必
要
で
あ
る
。

問　

実
証
実
験
が
進
ま
な
い

要
因
は
何
か
。

答　

最
大
の
課
題
は
安
全
性

で
あ
る
。
シ
ス
テ
ム
不
具
合

や
事
故
発
生
時
の
対
応
、
責

任
の
所
在
な
ど
課
題
が
多
く
、

技
術
の
確
立
が
不
可
欠
で
あ

る
。

問　

こ
れ
ま
で
の
検
討
状
況

は
。

答　

６
年
に
先
進
地
視
察
を

行
い
、
レ
ベ
ル
２
の
運
行
状

況
や
費
用
な
ど
を
調
査
し
た
。

車
両
導
入
や
遠
隔
監
視
シ
ス

テ
ム
な
ど
で
多
額
の
費
用
が

見
込
ま
れ
る
ほ
か
、
低
速
運

行
に
よ
る
交
通
へ
の
影
響
な

ど
も
確
認
し
て
い
る
。

問　

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
登
米

市
の
姿
勢
が
経
済
、
人
口
減

少
対
策
な
ど
に
貢
献
す
る
の

で
は
。

答　

先
進
的
な
取
り
組
み
の

重
要
性
は
認
識
し
て
い
る
。

財
源
確
保
や
安
全
面
を
踏
ま

え
つ
つ
、
国
の
動
向
を
見
極

め
な
が
ら
、
導
入
の
可
能
性

に
つ
い
て
注
視
し
て
い
く
。

伊藤拓哉 議員

問
自
動
運
転
実
証
実
験
で
長
沼
観
光
を

答
国
の
動
向
や
技
術
の

進
展
を
見
極
め
検
討

關　　孝 議員

問
緊
急
車
両
が
通
れ
な
い
市
道
の
整
備
を

答
整
備
を
加
速
し
て
い
く

問　

５
月
に
起
き
た
上
沼
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
施
設
の
火

災
に
つ
い
て
、
詳
細
な
発
生

状
況
や
、
地
震
と
の
因
果
関

係
を
明
ら
か
に
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

答　

５
月
15
日
は
20
時
35
分

頃
に
施
設
内
の
照
明
付
近
か

ら
出
火
し
た
。
ま
た
、
翌
日

に
は
12
時
40
分
頃
に
別
の
場

所
か
ら
出
火
し
、
そ
れ
ぞ
れ

消
防
に
よ
り
鎮
火
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
火
災
の
明
確
な
原

因
や
、
地
震
と
の
因
果
関
係

は
、
現
時
点
で
は
特
定
さ
れ

て
い
な
い
。

問　

職
員
の
対
応
に
よ
り
大

事
に
至
る
前
に
鎮
火
で
き
た

こ
と
は
評
価
で
き
る
。
今
回

の
火
災
を
踏
ま
え
、
こ
れ
ま

で
の
防
災
訓
練
の
成
果
が
ど

う
活
か
さ
れ
た
と
考
え
る
か
。

答　

各
施
設
に
お
い
て
は
、

防
火
・
消
防
訓
練
が
義
務
付

け
ら
れ
て
お
り
、
年
に
１
か

ら
２
回
程
度
、
所
定
の
訓
練

が
行
わ
れ
て
い
る
。
訓
練
の

中
で
、
職
員
の
迅
速
な
通
報

や
適
切
な
初
動
対
応
が
図
ら

れ
て
お
り
、
実
施
後
に
は
消

防
署
に
報
告
を
行
っ
て
い
る
。

　

今
回
は
日
頃
の
訓
練
の
成

果
が
現
れ
た
も
の
と
認
識
し

て
い
る
。

問　

効
果
的
な
空
き
家
対
策

を
進
め
て
い
く
に
は
、
現
行

の
法
律
の
枠
内
だ
け
で
は
不

十
分
で
あ
り
、
市
と
し
て
法

律
の
壁
を
乗
り
越
え
る
工
夫

が
必
要
と
考
え
る
が
。

答　

本
市
の
条
例
に
も
行
政

代
執
行
の
規
定
な
ど
が
あ
る

が
、
国
に
よ
る
法
律
の
見
直

し
も
必
要
と
考
え
る
。

岩渕正弘 議員

問
出
火
時
の
対
応
の
評
価
は

答
迅
速
な
対
応
で
延
焼

防
止
に
努
め
る

問

問

問

問

問問

問

問問

問　

災
害
時
に
お
い
て
自
ら

避
難
す
る
こ
と
が
困
難
な
高

齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
の
要

支
援
者
の
登
録
状
況
、「
避
難

行
動
要
支
援
者
名
簿
」「
個
別

避
難
計
画
」
の
作
成
状
況
は
。

答　

情
報
提
供
に
同
意
を
も

ら
っ
て
い
る
の
は
１
８
７
５

人
で
、
誰
が
支
援
を
行
う
の

か
の
「
個
別
避
難
計
画
」
の

提
供
の
同
意
は
８
７
０
人
で

あ
る
。

問　

実
際
に
は
名
簿
は
あ
る

が
、
避
難
支
援
に
繋
が
っ
て

い
な
い
と
か
、
地
域
任
せ
に

な
っ
て
い
る
な
ど
の
課
題
が

あ
る
の
で
は
。

答　

行
政
区
長
や
民
生
児
童

委
員
へ
の
説
明
会
な
ど
を
通

し
て
、
避
難
支
援
関
係
者
と

連
携
し
、
平
時
か
ら
支
援
体

制
の
整
備
を
進
め
て
い
く
。

工藤淳子 議員

問
補
聴
器
購
入
の
助
成
を

答
国
の
研
究
結
果
や
医
学
的

検
証
の
動
向
を
注
視
す
る

問

問問

答答答

答答答答

答

答答

問問問 答答答

答答

答

答

答

答答答答答

実
効
性
あ
る
避
難
計
画
、

避
難
体
制
の
構
築
を

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

心
性
寺
橋
の
開
通
は
い
つ

政
策
判
断
の
課
題

し
ん
し
ょ
う
じ

き
ょ
う
あ
い

一 般 質 問一 般 質 問

ー 一般質問の録画配信をスマートフォン等から簡単にご覧いただけるよう、ＱＲコードを掲載しました。
　　 各議員の一般質問の様子がご覧になれますので、ぜひご利用ください。ー ー 一般質問の録画配信をＱＲコードからご覧いただけます ー

委　

員　

会

定
期
議
会

一
般
質
問

政
務
活
動
費
等

委　

員　

会

定
期
議
会

一
般
質
問

政
務
活
動
費
等
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建設工事部分に対し、基本設計後から発注までの
期間の上昇率約5％を加味

・電気設備工事
・機械設備工事
・昇降機設備工事

・基本構想及び基本計画
・基本設計及び実施設計
・工事監理　など

・公用車車庫工事
・倉庫工事

・インフラ盛替え工事
・既存施設解体工事（庁舎・公民館・保健C）
・職員駐車場整備工事　など

・交通ターミナル庇工事
・外構工事
・外構解体工事（建設工事範囲内）　など

基本設計段階の概算事業費
（仮称）地域交流センター整備事業

中心市街地等活性化特別委員会
　特別委員会において執行部より（仮称）地域交流センターの基本設計について、設計内容と
概算事業費の説明がありました。
第5回　8年3月23日
　　1）（仮称）地域交流センターの基本設計（検討状況）について
　　2）特別委員会報告について
第6回　8年5月25日
　　1）（仮称）地域交流センターの基本設計（設計内容・概算事業費）について

　当初の基本コンセプトを維持
しながら、基本計画と比較して
延べ床面積を22％縮減し、トー
タルコストの抑制と将来的な物
価上昇への対応を図った結果、
予算内で建設可能とする案が示
された。

＊現在市のホームページ
で図面等を公開中完成イメージ（外観パース）完成イメージ（外観パース）

農
業
委
員
会

委
員
の
任
命
に
同
意

岩
崎
と
み
子 

氏
（
迫　

町
）

及
川　

祐
宏 

氏
（
迫　

町
）

千
葉　

昭
広 

氏
（
迫　

町
）

小
野
寺
義
幸 

氏
（
迫　

町
）

芳
賀　

秀
二 

氏
（
登
米
町
）

鈴
木　

泰
子 

氏
（
東
和
町
）

後
藤
き
み
ゑ 

氏
（
東
和
町
）

門
馬　

一
郎 

氏
（
中
田
町
）

佐
々
木
喜
朗 

氏
（
中
田
町
）

佐
々
木　

尚 

氏
（
中
田
町
）

伊
藤　

光
生 

氏
（
中
田
町
）

加
美
山
竜
太 

氏
（
豊
里
町
）

佐
藤　

瑛
彦 

氏
（
豊
里
町
）

佐
藤　

久
順 

氏
（
米
山
町
）

鹿
野　

昭
子 

氏
（
米
山
町
）

石
堂　

貴
博 

氏
（
米
山
町
）

櫻
井　

利
光 

氏
（
米
山
町
）

阿
部　

晃
徳 

氏
（
米
山
町
）

阿
部　

静
男 

氏
（
石
越
町
）

小
野
寺
鉄
子 

氏
（
石
越
町
）

　

市
議
会
で
は
議
会
の
活
性

化
に
資
す
る
た
め
、
議
会
政

策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
置
い
て

い
ま
す
。
本
年
度
も
青
森
大

学
社
会
学
部
の
佐
藤
淳
教
授

に
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
委
嘱
し

ま
し
た
。

令和7年度　政務活動費収支報告令和7年度　政務活動費収支報告

■令和7年度政務活動費収支報告一覧■令和7年度政務活動費収支報告一覧

　政務活動費は議員の調査研究に必要な経費の一部として、会派または会派に属さない議員に対し、議員１
人当たり月額２万５千円を交付しています。
　市議会では使途の透明性を図るため、収支報告書に全ての領収書の添付を義務づけています。また、支出
額が交付額に満たないときは、その残額を返還することになっています。なお、収支報告に係る関係書類は
どなたでも閲覧でき、ホームページでも公開しています。

支
出
項
目

議員数（人）

交付額（円）

支出合計

戻入額

7 3 3 2 2 1 1 1 1 23

調査研究費

研修費

資料作成費

資料購入費

広報費

公聴費

会議費

人件費

事務所費

要請・陳情
活動費

1,750,000

140,000

0

0

0

0

0

0

0

0

0

140,000

1,610,000

750,000

324,977

90,000

9,005

0

0

0

0

0

0

0

423,982

326,018

750,000

85,440

0

0

0

0

0

0

0

0

0

85,440

664,560

500,000

139,515

0

28,726

95,691

155,743

29,463

0

0

0

0

449,138

50,862

500,000

40,000

20,000

0

0

0

0

0

0

0

0

60,000

440,000

250,000

20,000

0

0

0

213,803

0

0

0

0

0

233,803

16,197

250,000

20,000

0

0

0

0

0

0

0

0

0

20,000

230,000

250,000

20,000

0

0

8,400

166,418

0

0

0

0

11,023

205,841

44,159

250,000

20,000

55,860

0

0

0

0

0

0

0

0

75,860

174,140

5,750,000

889,649

165,860

37,731

104,091

621,522

29,463

0

0

0

11,023

1,859,339

3,890,661

会派および
議員名

新・立志
の会

大地の会
ウィズ
ToMe

太陽の会
日本共産
党市議団

及川圭助 浅田琢哉 須藤幸喜 岩渕正弘 計

1 1

250,000

12,000

0

0

0

85,558

0

0

0

0

0

97,558

152,442

250,000

67,717

0

0

0

0

0

0

0

0

0

67,717

182,283

浅野敬 熊谷和弘

人　
　
　
　
　

事

議
会
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に

委
嘱
状
を
交
付

浅
野　

和
宏 

氏
（
南
方
町
）

鈴
木　

正
吉 

氏
（
南
方
町
）

渡
邊　

克
昭 

氏
（
南
方
町
）

髙
橋　

健
之 

氏
（
中
田
町
）

い
わ
さ
き

こ

お
い
か
わ

す
け
ひ
ろ

あ
さ 

の

か
ず
ひ
ろ

す
ず 

き

ま
さ
よ
し

わ
た
な
べ

か
つ
あ
き

た
か
は
し

た 

け 

し

ち　

ば

あ
き
ひ
ろ

お　

の 

で
ら
よ
し
ゆ
き

は　

が

し
ゅ
う
じ

す
ず  

き

や
す 

こ

ご 

と
う

え

も
ん 

ま

い
ち
ろ
う

さ 

と
う
あ
つ
し

さ　

さ　

き
よ
し
ろ
う

さ　

さ　

き

た
か
し

い 

と
う

み
つ 

お

か　

み 

や
ま
り
ゅ
う
た

さ 

と
う

ひ
で
ひ
こ

さ 

と
う

ひ
さ
み
ち

か　

の

し
ょ
う
こ

い
し
ど
う

た
か
ひ
ろ

さ
く
ら
い

と
し
み
つ

あ　

べ

あ
き
の
り

あ　

べ

し
ず 

お

お　

の 

で
ら
て
つ 

こ

延床面積

概算事業費（上昇率加味）

概算事業費

13,527

14,763

14,137

7,252

3,958

11,210

879

1,069

238

741

2,927

△ 3,873㎡

△ 626

17,400

14,763

13,727

13,727

1,036

建設工事に含む

建設工事に含む

建設工事に含む

1,036

基本設計

令和8年5月

基本計画

令和7年3月
差 備考

単位：百万円

建築工事

設備工事

計

調査設計費

外構工事

車庫棟工事

その他工事

計

建
築
工
事

建
築
工
事
以
外

委　

員　

会

定
期
議
会

一
般
質
問

委　

員　

会

定
期
議
会

一
般
質
問

政
務
活
動
費
等

政
務
活
動
費
等
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９月　日（　）開会予定

と
気
軽
に
語
り
合
い
、
共
に
知

恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
、
次
の

世
代
へ
誇
れ
る
登
米
市
を
つ
く

る
た
め
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。
ぜ
ひ
議
会
を
身
近
に
感
じ

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
遠
藤
真
理
子
）

広
報
広
聴
委
員
会

委
員
長　

浅
田　

琢
哉

副
委
員
長　

佐
々
木
好
博

委　
　

員　

曽
根　

充
敏

〃  　
　

鈴
木　
　

実

〃  　
　

伊
藤　

善
博

〃  　
　

遠
藤
真
理
子

〃  　
　

田
村　

啓
峻

〃  　
　

伊
藤　

拓
哉

〃  　
　

杵
渕　

政
博

発
行
責
任
者

議　
　

長　

中
澤　
　

宏

　

議
会
の
活
動
は
、
議
場
の
中

だ
け
で
完
結
す
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
地
域
で
の
何
気
な

い
会
話
や
、
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
寄
せ
ら
れ
る
声
の
一
つ
ひ
と

つ
が
議
論
の
出
発
点
で
す
。
意

見
が
異
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
大
切
な
の
は
対
立
で
は
な

く
対
話
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
未
来
は
、
一
人
ひ
と

り
の
思
い
や
行
動
の
積
み
重
ね

に
よ
っ
て
形
づ
く
ら
れ
る
も
の

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
ち
づ

く
り
の
主
役
は
市
民
の
皆
さ
ん

で
す
。
誰
も
が
意
見
を
伝
え
や

す
い
、
開
か
れ
た
議
会
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
市
民
の
皆
さ
ん

　この写真は、泣いている妹が夕日に照らされている様子を撮ったもの
です。この写真を撮影する上で意識したことは、コントラストです。夕
焼けのオレンジ色と空の青色や、光と影のコントラストをはっきりさせ
ることで直接夕焼けや夕日を写すことなく、妹に当たっている光が夕日
によるものだと分かってもらえるように工夫しました。
　また、泣いている妹が夕日を見つめることで、夏が終わる寂しさを表
現しました。晩夏の夕暮れは、少し涼しくなった風が吹き、秋の近づき
と夏の終わりの名残惜しさを感じさせます。この写真を通してそんな寂
しさや、移り変わる季節の余韻に浸ってもらえたら嬉しいです。

宮城県佐沼高等学校　２年　畠山　莉緒
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第
1
0
2
回
全
国
市
議
会
議
長
会
定
期

総
会
に
お
い
て
、
長
年
に
わ
た
り
市
政
の

発
展
に
尽
く
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
、
２
人

の
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

議
員
表
彰

工
　
藤
　
淳
　
子 

議
員

關
　
　
　
　
　
孝 

議
員

◎
特
別
表
彰
（
議
員
在
職
20
年
以
上
）

議会からのお知らせ議会からのお知らせ議会からのお知らせ

本会議はインターネット中継で、ご
覧になれます。
また、各常任委員会・分科会審査の
中継はYouTubeでご覧になれます。
ご不明な点等がございましたら議会
事務局までお問合せください。

スマホで！

表紙について

議会中継 YouTubefacebook

「脈打つ」

　

と
め
市
議
会
だ
よ
り
（
87
号
）
の
15
ペ

ー
ジ
「
中
心
市
街
地
等
活
性
化
特
別
委
員

会
」
最
下
段
の
「
登
米
市
（
仮
称
）
地
域

交
流
セ
ン
タ
ー
整
備
設
計
全
体
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
」
に
つ
い
て
当
該
箇
所
へ
の
掲
載
は

誤
り
で
あ
っ
た
た
め
、
取
り
消
し
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

深
く
お
わ
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

※在職年数については合併前の町議会議員と
しての在職年数を考慮したものです。

お
詫
び
と
訂
正

はたけやま り　お

9月定期議会
９月７日（月）開会予定
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